
藤
原
頼
実
の
和
歌
と
そ
の
考
証

(
下
)

山

崎

桂

子

玉
、
和
歌
・
太
政
大
臣
上
表
ま
で

O
建
仁
三
一
年
(
一
二

O
三
)

一
月
十
五
日
京
極
殿
初
度
和
歌
会

四
十
九
歳

玉
葉

君 集
が
代 建賀
の
春 。

年示 四
し
あ 極

'̂ 殿
ば
と て
き

松有lま
な

春色
る
松 と
の Z三

ち ふ
と

、，
」

せ と
も を
か 講
t1' ぜ
を ら
そ れ

'̂ 侍
tt り
り

__L. tt ノ、

条 る
入

前道太

政

大臣

『
明
月
記
」
に
よ
る
と
、
京
極
殿
は
前
年
の
建
仁
二
年
に
新
造
成
っ
た
も
の
で
、
同
年
十
月
十
九
日
に
は
後
鳥
羽
院
の
渡
御
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
翌
年
一
月
十
五
日
に
初
度
の
和
歌
会
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
題
は
「
松
有
春
色
」
、
序
は
資
実
、
講
師
は
長
房
、
御
製
の
講

師
は
兼
宗
、
頼
実
は
読
師
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
る
。
摂
政
良
経
以
下
二
十
四
人
の
名
が
『
明
月
記
」
に
は
見
え
る
が
、
定
家
と
家
隆
は
病
に

よ
り
不
参
で
あ
っ
た
。
和
歌
会
の
詠
草
自
体
は
散
逸
し
て
い
る
が
、
「
玉
葉
集
」
に
よ
っ
て
、
右
の
頼
実
歌
を
拾
う
。
他
に
『
後
鳥
羽
院
御

集
」
『
明
日
香
井
和
歌
集
」
に
各
人
の
詠
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
雅
経
の
歌
は
、



春
と
い
へ
ば
い
ま
ひ
と
し
ほ
の
松
の
色
も
千
世
を
か
ね
た
る
わ
が
き
み
の
た
め

で
あ
る
。
「
我
が
君
」
は
一
般
的
に
は
今
上
天
皇
で
あ
る
土
御
門
帝
を
さ
す
が
、
こ
こ
は
治
天
の
君
で
あ
り
、
当
日
臨
御
し
て
い
る
後
鳥
羽

院
へ
の
祝
意
と
み
て
よ
い
。
頼
実
の
歌
も
同
様
で
あ
る
が
、
あ
り
ふ
れ
た
賀
歌
の
発
想
で
技
巧
的
で
は
な
い
。

柳
か
和
歌
か
ら
離
れ
る
が
、
こ
の
京
極
殿
新
造
前
後
は
、
な
か
な
か
人
間
臭
い
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
付
言
し
て
お
き
た
い
。

山崎:藤原頼実の和歌とその考証(下)

京
極
殿
は
、
権
大
納
言
東
宮
権
大
夫
藤
原
宗
頼
が
造
営
し
た
。
宗
頼
は
卿
二
品
兼
子
の
最
初
の
夫
で
、
こ
の
地
は
も
と
兼
子
の
旧
邸
で
あ
る

な
ど
、
造
営
は
兼
子
裁
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
か
}
。
そ
も
そ
も
兼
子
と
の
婚
姻
自
体
が
政
略
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
的
、
宗
頼
は
兼
子
を

得
て
こ
の
前
後
得
意
の
時
期
で
あ
っ
た
。

宗
頼
は
京
極
殿
造
営
の
勧
賞
を
女
婿
通
光
に
譲
り
、
通
光
は
十
七
歳
で
従
二
位
に
な
っ
た
。
通
光
の
父
は
源
博
陸
通
親
で
あ
る
が
、
上
皇

の
京
極
殿
移
徒
の
三
日
後
(
十
月
二
十
一
日
)
通
親
は
頓
死
す
る
。
宗
頼
は
通
親
没
後
の
遺
産
管
理
を
任
さ
れ
た
り
も
し
て
い
た
の
だ
が
、

運
命
の
悪
戯
か
、
こ
の
後
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
の
上
皇
の
熊
野
御
幸
に
供
奉
し
、
宗
頼
自
身
が
松
明
で
足
を
火
傷
し
て
し
ま
、
引
r

そ
し
て
、
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京
極
殿
初
度
和
歌
会
に
も
出
席
で
き
な
い
事
態
と
な
り
、

一
月
二
十
一
日
に
は
あ
え
な
く
没
す
る
の
で
あ
る
。

宗
頼
没
後
、
通
親
の
弟
通
資
は
早
速
、
宗
頼
の
後
任
と
し
て
院
執
事
別
当
に
補
せ
ら
れ
て
勢
力
を
得
、
あ
ま
つ
さ
え
未
亡
人
と
な
っ
た
兼

子
に
求
婚
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
兼
子
と
の
再
婚
を
求
め
る
公
卿
は
相
当
数
い
た
ら
し
く
、
入
道
左
大
臣
実
一
房
も
そ
の
一
人
で
は
な
か
っ

た
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
実
房
は
、
既
述
の
如
く
頼
実
の
義
理
の
兄
弟
に
あ
た
り
、
若
き
頃
よ
り
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
と
推
定
し
た
人
物

で
あ
る
。
兼
子
が
政
治
的
に
如
何
に
魅
力
的
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
。
結
局
、
兼
子
は
通
資
の
求
婚
を
す
げ
な
く
断
り
、
新
た
な
政
界
で

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
太
政
大
臣
で
東
宮
停
を
兼
ね
て
い
た
頼
実
を
選
ぶ
の
で
あ
る
。
共
に
四
十
九
歳
、
男
も
女
も
更
な
る
政
界
へ
の
野
望

を
抱
い
て
い
た
。
人
の
生
死
と
婚
姻
と
政
略
と
が
絡
み
合
う
様
は
劇
的
で
さ
え
あ
る
。
宗
頼
没
後
一
年
を
も
経
ず
し
て
の
早
業
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
京
極
殿
は
頼
実
に
と
っ
て
も
因
縁
深
い
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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兼
子
関
係
略
系
図

~ 
明一

兼
子

宗---
頼」 ー

O
建
仁
三
年
(
一
二

O
三
)
十
一
月
二
十
三
日
俊
成
九
十
賀

源
家
長
日
記

通
光

女
子

四
十
九
歳

老
が
ょ
に
千
代
へ
ん
き
み
を
待
つ
け
て
む
か
し
の
袖
や
身
に
余
る
ら
ん

通
光
母
は
範
子

範
子
と
兼
子
は
姉
妹

太
政
大
臣
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建
仁
三
年
九
月
十
五
日
の
「
明
月
記
」
に
は
、
「
於
院
殿
下
大
相
国
九
十
賀
事
評
定
、
頭
弁
書
定
文
」
の
記
事
が
見
え
る
。
俊
成
九
十
賀

に
つ
い
て
、
院
の
御
所
で
良
経
と
頼
実
が
評
定
し
た
と
い
う
。
本
来
な
ら
九
月
十
三
日
に
行
な
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
延
引
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
結
局
、
十
一
月
二
十
三
日
上
皇
の
二
候
御
所
内
の
和
歌
所
で
行
な
わ
れ
た
。
良
経
の

「
俊
成
卿
九
十
賀
記
」
、
尊
経
閣
文
庫
蔵

「
賜
釈
阿
九
十
賀
記
」
、
「
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
「
源
家
長
日
記
』
等
で
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
賀
に
関
し
て
詠
ま
れ
た
和

歌
は
、
事
前
に
召
さ
れ
た
扉
風
歌
(
十
一
人
が
十
二
首
ず
つ
詠
出
し
、
十
二
首
が
選
定
さ
れ
た
)
と
、
釈
阿
へ
賜
る
袈
裟
の
歌
と
杖
の
歌

山崎:藤原頼実の和歌とその考証(下)

(
各
一
首
)
、
当
日
御
遊
の
後
の
和
歌
会
で
の
歌
(
二
十
五
首
)
、
翌
日
法
服
と
杖
を
送
っ
た
際
の
贈
答
歌
(
二
組
)
、
同
じ
く
翌
日
良
経
か
ら

送
ら
れ
た
歌
へ
の
俊
成
の
返
歌
(
一
首
)
、
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
」
の
贈
答
歌
(
一
組
)
で
あ
る
。

頼
実
は
扉
風
歌
の
作
者
に
は
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
和
歌
会
で
歌
が
講
ぜ
ら
れ
た
時
は
読
師
を
勤
め
て
い
る
。
序
者
資
実
、
講
師
有
家
、

御
製
の
講
師
は
通
具
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
扉
風
歌
に
つ
い
て
は
「
上
皇
以
下
首
世
の
歌
仙
等
和
歌
を
詠
む
」
(
良
経
『
俊
成
卿
九
十
賀
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記
』
)
と
あ
り
、
頼
実
は
「
嘗
世
の
歌
仙
」
に
数
え
ら
れ
る
程
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
が
、
和
歌
会
で
読
師
と
な
り
、
出
詠
し
て
い

る
の
は
、

一
応
歌
人
で
太
政
大
臣
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

頼
実
の
当
該
歌
は
『
源
家
長
日
記
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
歌
意
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
千
代
へ
ん
君
」
は
、
賀
の
主
催
者
で

あ
る
後
鳥
羽
上
皇
の
こ
と
で
、
他
の
歌
人
達
同
様
、
頼
実
も
後
鳥
羽
上
皇
を
言
祝
ぎ
つ
つ
、
俊
成
へ
の
祝
意
を
詠
ん
で
い
る
。
下
旬
「
む
か

し
の
袖
や
身
に
余
る
ら
ん
」
は
、

う
れ
し
さ
を
昔
は
袖
に
包
み
け
り
こ
よ
ひ
は
身
に
も
あ
ま
り
ぬ
る
か
な
(
新
勅
撰
集

四
五
六

読
人
不
知
)

を
意
識
し
た
表
現
か
と
思
わ
れ
る
が
、
古
来
、
う
れ
し
さ
は
袖
(
挟
)
に
包
む
と
表
現
さ
れ
て
き
た
。

う
れ
し
き
を
何
に
包
ま
む
唐
衣
た
も
と
豊
か
に
た
て
と
い
は
ま
し
を
(
古
今
集

八
六
五

読
人
不
知
)

方



う
れ
し
さ
を
か
へ
す
が
へ
す
も
包
む
べ
き
苔
の
た
も
と
の
せ
ば
く
も
あ
る
か
な
(
千
載
集

五

入
道
前
中
納
言
雅
兼

の
よ
う
に
、
「
挟
(
袖
)
が
狭
い
」
と
は
、
数
な
ら
ぬ
身
の
こ
と
で
あ
り
、
「
袖
(
挟
)
に
余
る
」
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
敢
え
て
頼
実
歌
の
意
を
と
れ
ば
、
「
老
齢
の
身
で
、
千
代
を
経
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
我
が
君
を
(
先
回
り
し
て
)
待
ち
構
え
て

(
こ
の

よ
う
な
賀
を
賜
る
と
は
)
、
昔
の
袖
で
は
今
日
の
喜
び
が
多
す
ぎ
て
包
め
ず
、
身
に
余
る
事
で
し
ょ
う
」
と
な
ろ
う
か
。

上
旬
に
は
発
想
の

No.2 

妙
は
あ
る
も
の
の
、
下
旬
へ
の
つ
な
が
り
は
平
凡
と
言
、
つ
他
な
い
。
ち
な
み
に
、
良
経
の
歌
は
、

も
、
と
せ
に
と
、
せ
及
ば
ぬ
苔
の
袖
け
ふ
の
心
ゃ
っ
、
み
か
ね
ぬ
る

Vol.18 

で
あ
る
。
頼
実
が
「
晶
画
世
の
歌
仙
」
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
、
故
な
し
と
し
な
い
と
こ
ろ
か
。

O
元
久
元
年
三
二

O
四
)
七
月
十
六
日
宇
治
御
幸
五
首
歌

五
十
歳

1997 
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大
臣

鹿児島女子大学研究紀要

元
久
元
年
七
月
十
一
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
宇
治
御
幸
に
伴
う
歌
会
の
逸
文
で
あ
る
。
『
万
代
集
』
で
の
詞
書
は
「
後
鳥
羽
院
御
時
、
{
子

治
に
御
幸
侍
り
け
る
に
、
秋
旅
と
い
ふ
こ
と
を
」
で
あ
る
。

「
明
月
記
」
に
よ
る
と
、
定
家
は
御
幸
前
日
の
七
月
十
日
か
ら
良
経
と
共
に
宇
治
へ
出
か
け
て
御
幸
の
準
備
に
奔
走
し
て
い
る
。
十
一
日

未
時
に
後
鳥
羽
上
皇
の
御
幸
が
あ
り
、
こ
の
日
は
笠
懸
が
行
な
わ
れ
た
。
十
二
日
は
狩
り
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
太
政
大
臣

頼
実
は
直
垂
を
着
て
供
奉
し
た
と
言
、
っ
。
し
か
し
、
こ
の
日
は
雨
の
為
還
御
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
間
に
定
家
は
、
院
の
御
覧
に
備
え
て
経

蔵
を
開
け
る
良
経
の
供
を
し
て
い
る
。
十
三
日
の
巳
時
後
、
雨
は
止
み
、
院
は
狩
り
に
出
か
け
て
い
る
。
こ
の
日
も
定
家
は
宝
蔵
に
参
っ
て
、



「
種
々
の
珍
物
」
を
見
て
い
る
。
十
四
日
は
水
練
が
行
な
わ
れ
た
。
定
家
は
「
諸
人
裸
形
に
て
平
等
院
前
庭
に
渡
る
。
又
裸
に
て
馬
に
乗
る

(
鞍
を
置
か
ず
)
。
行
列
の
鉢
密
か
に
目
を
驚
か
す
。
大
府
卿
と
後
戸
の
方
に
隠
れ
伺
ひ
見
る
。
縮
か
に
歎
息
夢
の
如
し
。
冥
く
望
み
る
に
如

何
。
」
と
記
し
て
い
る
。
更
に
、
夕
方
平
等
院
へ
御
幸
が
あ
っ
た
。
十
五
日
は
宝
蔵
の
御
覧
が
あ
り
、
頼
実
以
下
電
従
し
、
還
御
後
、
ま
た

笠
懸
が
あ
っ
た
。

最
終
日
の
十
六
日
に
歌
会
は
聞
か
れ
た
。
定
家
は
下
袴
を
着
て
良
経
の
と
こ
ろ
へ
参
り
、
午
の
時
に
良
経
の
供
を
し
て
参
院
し
た
。
未
時

藤原頼実の和歌とその考証(下)

頃
に
院
の
出
御
が
あ
り
、
「
各
々
召
し
に
応
じ
て
参
入
す
。
歌
を
置
き
了
ん
ぬ
。
仰
せ
に
依
り
講
師
例
の
如
し
。
な
が
ら
の
橋
の
橋
柱
(
朽

ち
残
る
所
と
云
々
)
の
木
、
文
牽
に
作
ら
る
(
是
は
院
の
御
物
也
ポ
今
日
始
め
て
和
歌
所
に
出
さ
る
。

一
座
講
じ
了
り
て
退
下
。
」
と
い
う

次
第
で
あ
っ
た
。
こ
の
後
、
院
は
宇
治
か
ら
京
極
殿
へ
還
御
し
た
。

こ
の
歌
会
の
全
詠
進
者
名
な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
『
後
鳥
羽
院
御
集
」
『
拾
遺
愚
草
」
「
秋
篠
月
清
集
」
「
如
願
法
師
集
」
)
に
は
、
各
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人
の
詠
を
収
め
て
お
り
、
歌
題
は
「
山
風
」
「
水
月
」
「
野
露
」
「
夜
恋
」
「
秋
旅
」
の
五
首
歌
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
他
に
も
有
家

(
「
明
月
記
」
)
、
雅
経
・
家
長
(
「
源
家
長
日
記
』
)
な
ど
も
加
わ
っ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。

頼
実
の
歌
は
、
鹿
の
声
と
仮
寝
で
、
「
秋
旅
」
と
い
う
題
を
詠
み
込
む
常
套
的
な
趣
向
で
あ
る
。
端
山
の
原
に
結
ん
だ
庵
の
仮
寝
の
枕
に

山崎

は
小
牡
鹿
の
声
が
馴
染
み
と
な
っ
た
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
御
製
・
良
経
・
定
家
・
秀
能
の
問
題
の
歌
を
ひ
く
と
、

都
い
で
し
ま
だ
夏
衣
う
す
き
程
し
ば
し
吹
き
そ
ふ
ふ
じ
の
秋
風
(
院
)

橋
姫
の
わ
れ
を
ば
ま
た
ぬ
き
む
し
ろ
に
よ
そ
の
た
び
ね
の
袖
の
秋
風
(
良
経
)

我
が
庵
は
峰
の
さ
さ
原
し
か
ぞ
か
る
月
に
は
な
る
な
秋
の
夕
露
(
定
家
)

た
び
や
か
た
さ
し
も
き
び
し
き
水
ぐ
き
の
を
か
の
く
ず
葉
を
秋
風
ぞ
吹
く
(
秀
能
)

良
経
の
歌
に
は
、
宇
治
と
い
う
所
柄
か
ら
か
「
橋
姫
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
定
家
の
歌
は
、
「
し
か
ぞ
刈
る
」
に
「
鹿
ぞ
狩
る
」
を
掛
け
て



い
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
よ
う
な
旅
寝
で
見
る
タ
露
に
映
る
月
に
佐
し
さ
を
重
ね
て
い
る
。

O
元
久
元
年
(
一
二

O
四
)
八
月
十
五
日
五
辻
殿
初
度
和
歌
会

五
十
歳

No.2 

風
新古室

わ
た 7じ
る 久秋
山 ゴじ 上
田 年 四
の 八二
しミ

十月
...L. ノ、

ほ
を 五
も 夜
る

、

月や 和歌

t1 所
な
み て、

む 田
す 家
ぶ 見
氷 月
な と
る 、、
ら ふ

む 事を

目Ij

太
政
大
臣

1997 Vo1.l8 

五
辻
殿
は
、
前
大
納
言
藤
原
信
清
に
よ
っ
て
新
造
成
っ
た
も
の
で
、
「
仙
洞
御
移
徒
部
類
記
」
の
「
三
中
記
』
他
に
よ
る
と
、
「
五
辻
殿
」

と
い
う
御
所
の
号
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
っ
た
が
、
結
局
こ
の
よ
う
に
決
し
た
と
い
う
。
こ
の
年
八
月
八
日
に
上
皇
の
移
御
が
あ
り
、
十
五

日
に
初
度
の
和
歌
会
が
聞
か
れ
た
の
で
あ
る
。
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和
歌
会
の
証
本
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
「
新
古
今
集
」
に
入
集
す
る
右
の
頼
実
歌
一
首
の
他
、
「
後
鳥
羽
院
御
集
」
「
拾
遺
愚
草
」
「
秋
篠
月

清
集
」
に
収
め
る
各
六
首
と
、
『
飛
鳥
井
和
歌
集
」
の
一
首
(
当
座
会
)
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
歌
題
は
「
松
間
月
」
「
野
辺
月
」

「
国
家
月
」
「
轄
旅
月
」
「
名
所
月
」
の
五
題
で
、
そ
の
後
の
当
座
会
の
歌
題
は
「
翫
月
」
で
あ
っ
た
。
頼
実
歌
の
調
書
に
「
和
歌
所
に
て
」

と
あ
る
の
は
、
五
辻
殿
の
中
に
和
歌
所
が
あ
っ
た
為
で
あ
り
、
「
国
家
見
月
」
は
、
正
し
く
は
「
国
家
月
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

『
拾
遺
愚
草
』
に
、
「
元
久
元
年
五
辻
殿
に
御
わ
た
り
の
の
ち
初
(
め
て
)
講
ぜ
ら
る
、
序
通
具
卿
、
読
師
太
政
大
臣
」
と
あ
り
、
頼
実
は
読

師
で
あ
っ
た
。
更
に
「
明
月
記
」
同
日
条
に
よ
る
と
、
前
述
の
五
人
の
他
に
、
講
師
有
家
、
具
親
・
家
長
・
秀
能
・
家
隆
・
経
通
・
隆
衡
・

通
光
の
参
加
が
確
認
さ
れ
る
。

頼
実
の
歌
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
新
古
今
和
歌
集
」
の
注
釈
書
類
に
言
及
が
あ
る
よ
う
に
、
「
秦
旬
之
一
千
余
里

要
々
氷
鋪

漢
家
之

十
六
宮

澄
々
粉
筋
」
(
『
和
漢
朗
詠
集
』
秋

二
四

O
)
か
ら
の
発
想
で
あ
ろ
う
。
山
田
の
庵
の
屋
根
か
ら
洩
れ
て
く
る
月
の

十
五
夜



光
と
、
屋
外
の
山
田
の
穂
波
に
結
ぶ
氷
と
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
驚
き
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
諸
書
に
指
摘
す
る
よ
う
に
「
誇

張
に
過
ぎ
珍
し
さ
で
終
っ
て
い
る
」
)
の
は
致
し
方
な
い
と
こ
ろ
か
。
問
題
の
後
鳥
羽
院
詠
、

鹿
の
な
く
小
田
の
か
り
庵
の
と
ま
を
あ
ら
み
名
ば
か
り
月
は
も
り
あ
か
せ
ど
も
(
御
集
一
六
五
三
)

は
、
天
智
天
皇
歌
を
本
歌
と
し
、
頼
実
歌
と
同
じ
状
況
を
詠
み
な
が
ら
、
は
る
か
に
自
然
で
あ
る
。

O
元
久
元
年
(
一
二

O
四
)
十
月
二
十
九
日
石
清
水
若
宮
歌
合

五
十
歳

山崎:藤原頼実の和歌とその考証(下)

霜 時
朱くカf 雨

れ寒か時 れば 初冬の 野 l土 雨

葉ず
軒 しミ

の つ
ゑ し し

づ か
や く 、、ー，ー

ど ぞ ti 
る 台、 る
月 lま v' 
か もり

lま
げ し

る 水
あ 木 人
ら の の
れ 葉 'L'、
み も
だ な む
る る す
る る ぶ
ゐ 横 と
な の を
の しミ し
さ た れ
さ や
lま も
ら 太

政
大
臣

太 太 藤
政 政

朝原
大 大
臣 臣 臣

-258-

こ
の
歌
合
証
本
は
、
梁
瀬
一
雄
氏
蔵
の
無
題
の
和
歌
雑
集
の
中
に
存
す
る
も
の
で
、
恐
ら
く
孤
本
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
向
。
『
和
歌

歌
合
目
録
』
に
十
月
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
梁
瀬
氏
蔵
本
に
「
元
久
元
年
十
月
二
十
九
日
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
期
日
が
確
定
さ

れ
る
。
内
容
は
、
「
初
冬
」
「
時
雨
」
「
寒
野
」
の
三
題
十
五
番
の
歌
合
で
、
作
者
は
、
後
鳥
羽
院
・
頼
実
・
公
経
・
家
長
・
範
光
・
長
房
・

道
清
・
幸
清
・
下
野
・
秀
能
の
十
人
。
判
と
判
詞
が
あ
り
、
梁
瀬
氏
蔵
本
の
奥
書
に
よ
る
と
勅
判
で
あ
る
と
い
う
。
『
後
鳥
羽
院
御
集
」
に

「
同
十
月
石
清
水
御
歌
合
当
座
」
と
し
て
御
製
一
一
一
首
を
収
め
、
『
如
願
法
師
集
」
に
も
時
雨
歌
一
首
を
収
め
て
い
る
。

頼
実
は
三
首
と
も
左
衛
門
督
藤
原
公
経
と
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
公
経
は
、
時
に
三
十
四
歳
。
初
冬
題
で
の
右
公
経
詠
は
、



こ
ず
ゑ
に
は
木
の
葉
あ
ら
し
と
石
清
水
む
す
び
は
じ
む
る
う
す
氷
か
な

で
、
「
大
か
た
う
た
の
す
が
た
同
体
に
侍
れ
ど
、

い
さ
さ
か
左
は
思
ふ
す
ぢ
あ
る
に
や
、
何
為
勝
」
と
い
う
こ
と
で
、
左
頼
実
が
勝
っ
て
い

る
。
本
歌
合
十
五
番
の
内
、
持
は
七
番
あ
り
、
勝
は
頼
実
の
こ
の
一
番
の
み
、
あ
と
の
七
番
は
判
を
記
し
て
い
な
い
。
判
詞
に
言
、
っ
「
思
ふ

す
ぢ
」
と
は
、
頼
実
歌
の
下
旬
「
人
の
心
も
む
す
ぶ
と
を
し
れ
」
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
上
旬
の
な
だ
ら
か
な
流
れ
を
受
け
て
、
下

No.2 

句
で
人
事
に
及
ぶ
所
は
秀
逸
で
あ
る
。

時
雨
題
の
公
経
歌
は
、

Vo1.18 

人
は
い
さ
あ
は
れ
事
と
ふ
時
雨
か
な
世
に
ふ
る
や
ど
の
夢
の
ま
く
ら
に

で
、
判
は
持
。
判
詞
は
「
左
歌
よ
ろ
し
う
侍
り
し
か
」
と
言
い
な
が
ら
も
、
「
時
雨
に
は
軒
の
し
づ
く
ぞ
と
い
へ
る
、
木
の
葉
に
は
軒
の
し

1997 

づ
く
ぞ
と
侍
る
は
、
今
す
こ
し
聞
え
侍
る
べ
き
」
と
言
う
。
恐
ら
く
、
初
句
「
時
雨
」
と
第
三
一
句
「
木
の
葉
」
を
入
れ
替
え
た
方
が
よ
い
と

い
う
意
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
歌
の
「
時
雨
か
は
」
が
、
判
詞
で
は
「
時
雨
に
は
」
と
な
っ
て
お
り
、
不
審
で
あ
る
。
頼
実
の
歌
は
「
木
の
葉

-259-
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が
降
る
の
に
馴
れ
て
い
る
棋
の
板
屋
も
、
軒
の
雫
が
今
ま
で
と
変
っ
た
感
じ
で
洩
れ
て
く
る
の
は
、
時
雨
が
降
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
」

と
の
意
で
あ
ろ
う
。
右
の
公
経
歌
は
「
偏
に
や
さ
し
き
や
う
に
は
侍
れ
ど
も
、
ま
た
や
さ
し
く
よ
ろ
し
き
所
も
な
し
」

で
、
「
同
じ
ほ
ど
に

や
侍
る
べ
き
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

寒
野
題
の
頼
実
歌
に
つ
い
て
は
、
「
霜
が
れ
の
末
葉
に
と
い
へ
る
は
何
の
は
に
て
か
侍
る
に
か
、
篠
の
は
は
か
れ
ざ
る
か
」
と
、
「
霜
が
れ

の
葉
ず
ゑ
」
に
「
月
か
げ
」
が
「
や
ど
る
」
こ
と
の
不
自
然
さ
を
指
摘
し
な
が
ら
も
、
「
し
か
は
あ
れ
ど
、
よ
ろ
し
き
さ
ま
な
り
」
と
言
う
。

対
す
る
公
経
歌
、

花
な
ら
で
見
れ
ば
こ
れ
も
と
お
も
ほ
へ
り
か
れ
の
に
見
ゆ
る
松
の
む
ら
立

は
、
「
見
れ
ば
こ
れ
も
と
お
ぼ
え
け
り
と
侍
る
や
、
す
こ
し
き
き
よ
か
ら
ざ
れ
ど
も
」
と
し
な
が
ら
、
「
お
な
じ
ほ
ど
と
申
し
侍
る
べ
き
な
り
」



で
持
に
し
て
い
る
。

O
元
久
二
年
(
一
二

O
五
)
三
月
二
十
六
日
新
古
今
和
歌
集
寛
宴
和
歌

五
十
二
歳

山崎.藤原頼実の和歌とその考証(下)

春暮

わ 陪
か

車新宣の
つ
ら
な
み 集
も

克宴の
ど 応、
It 製
き
み 首
よ
な
れ
ば
か
き
あ
イコ
め従
た一
る 位

たま 行皇

ほもし 太弟停

さぐ 藤臣

原

朝臣

頼
実
上

『
新
古
今
和
歌
集
」
の
寛
宴
で
の
詠
で
あ
る
。
寛
宴
和
歌
の
証
本
に
よ
る
と
、
御
製
以
下
、
良
経
・
頼
実
・
通
光
・
通
目
一
一
ハ
・
陵
衡
・
経
家
・

有
家
な
ど
十
九
名
が
一
首
ず
つ
で
、
合
計
二
十
首
か
ら
な
る
。
御
製
の
講
師
は
通
具
、
講
師
は
家
隆
、
読
師
は
頼
実
で
あ
っ
た
。
寛
宴
前
後

の
状
況
は
「
明
月
記
」
に
よ
っ
て
詳
し
く
知
ら
れ
る
が
、
定
家
は
「
抑
此
の
事
、
何
故
に
行
は
る
る
事
か
。
先
例
に
非
ら
ず
。
卒
爾
の
問
、

事
毎
に
調
は
ず
。
」
(
三
一
月
二
十
七
日
条
)
と
批
判
的
で
あ
り
、
不
参
加
で
あ
っ
た
。

頼
実
歌
の
上
旬
「
わ
か
の
う
ら
な
み
も
の
ど
け
き
み
よ
」
と
は
、
和
歌
隆
盛
の
後
鳥
羽
院
政
下
の
御
代
を
讃
え
た
も
の
で
あ
り
、
下
匂
の

「
た
ま
も
し
ほ
ぐ
さ
」
は
新
古
今
和
歌
集
の
殊
玉
の
和
歌
詠
草
の
こ
と
、
「
か
き
あ
つ
め
」
る
と
は
文
字
通
り
撰
集
事
業
を
さ
し
て
い
る
。
歌

枕
に
掛
詞
・
縁
語
仕
立
の
賀
歌
と
な
っ
て
い
る
。

O
元
久
二
年
(
一
二

O
五
)
以
前

「
新
古
今
和
歌
集
」

五
十
一
歳
以
前

夏

ほ
と
と
ぎ
す
の
心
を
よ
み
侍
り
け
る

前
太
政
大
臣

時
鳥
な
き
て
い
る
さ
の
山
の
は
は
月
ゆ
ゑ
よ
り
も
う
ら
め
し
き
か
な



No.2 

し
る
ら
め
や
こ
の
は
ふ
り
し
く
た
に
水
の
い
は
ま
に
も
ら
す
し
た
の
心
を

夏

一
一
七
六ゆ

ふ
が
ほ
を
よ
め
る

前
太
政
大
臣

し
ら
露
の
な
さ
け
お
き
け
る
こ
と
の
葉
や
ほ
の
ぼ
の
見
え
し
タ
が
ほ
の
花

すEミ
，'"、

一
O
八
六

忍
恋
の
こ
こ
ろ
を

前
太
政
大
臣

Vo1.18 

右
三
首
は
、
詠
歌
年
次
の
確
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
『
新
古
今
集
」
成
立
前
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
新
古
今
集
」

1997 

克
宴
は
元
久
二
年
三
月
二
十
六
日
で
あ
る
が
、
承
元
四
年
(
一
一
一
一

O
)
ま
で
切
継
が
行
な
わ
れ
た
。
右
の
三
首
の
詞
書
を
見
る
限
り
、
頼
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実
歌
が
切
継
段
階
で
入
れ
ら
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
恐
ら
く
、
元
久
二
年
前
の
歌
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
も
題
詠
で
あ
る
。
一
一
一
一
に
つ
い
て
は
、
窪
田
空
穂
氏
の
「
当
時
の
詩
的
常
識
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
月
ゆ
え
に
恨
ん
だ
山
を
、

今
は
ほ
と
と
ぎ
す
の
ゆ
え
に
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
恨
む
と
い
い
か
え
た
と
こ
ろ
に
多
少
の
新
味
が
あ
る
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
心
も
古
典
的

で
、
月
と
ほ
と
と
ぎ
す
と
の
対
照
も
ま
た
古
典
的
で
あ
る
。
」
と
の
評
が
あ
る
。
更
に
、
久
保
田
淳
氏
は
「
こ
の
歌
は
凡
作
の
方
に
属
す
る

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
採
ら
れ
た
の
は
、
貴
顕
の
人
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
作
者
を
優
遇
し
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
言
、
っ
。

二
七
六
は
、
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
の
巻
の
夕
顔
の
歌
、

心
あ
て
に
そ
れ
か
と
ぞ
見
る
白
露
の
光
そ
へ
た
る
夕
顔
の
花

と
源
氏
の
返
し
、

寄
り
て
こ
そ
そ
れ
か
と
も
見
め
た
そ
が
れ
に
ほ
の
ぼ
の
見
つ
る
花
の
夕
顔



を
本
歌
と
し
、
頼
実
歌
と
し
て
は
趣
の
変
っ
た
一
首
で
あ
る
。
但
し
、
『
源
氏
物
語
」
世
界
へ
の
没
入
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
良
経
・
定
家

の
和
歌
と
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
向
。

「
し
る
ら
め
や
」
と
初
句
で
切
れ
る
一

O
八
六
は
、
頼
実
の
歌
の
中
で
は
佳
詠
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
窪
田
氏
が
言
う
ほ
ど
「
拙
い
」

と
は
思
わ
れ
な
い
。
「
忍
恋
」
の
情
が
、
二
旬
以
下
の
情
景
に
よ
く
象
徴
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

六
、
和
歌
・
没
年
ま
で

山崎。藤原頼実の手u歌とその考証(下)

承
元
三
年
三
二

O
九
)
頼
実
は
上
表
し
太
政
大
臣
を
辞
し
、
翌
承
元
四
年
俸
も
止
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
土
御
門
天
皇
の
譲
位
に
よ
る
も

の
で
、
た
だ
ち
に
頼
実
の
博
育
し
た
皇
太
弟
守
成
が
十
四
歳
で
即
位
し
た
。
順
徳
天
皇
で
あ
る
。
頼
実
の
官
界
で
の
生
活
も
こ
こ
に
終
わ
り

を
告
げ
る
。
以
下
、
頼
実
の
没
年
ま
で
の
和
歌
を
取
り
上
げ
る
。

-262-

O
建
暦
二
年
(
一
二
二
一
)
五
月
十
一
日
順
徳
天
皇
内
裏
詩
歌
合

五
十
八
歳

新
勅
撰
集
春
下
九
三

建
暦
二
年
の
は
る
、
内
裏
に
詩
歌
を
あ
は
せ
ら
れ
侍
り
け
る
に
、
山
居
春
曙
と

い

へ

る

心

を

よ

み

侍

り

け

る

六

条

入

道

前

太

政

大

臣

月
か
げ
の
こ
ず
ゑ
に
の
こ
る
山
の
は
に
花
も
か
す
め
る
は
る
の
あ
け
ぼ
の

新
勅
撰
集
蒋
旅
五
三
三

建
暦
二
年
内
裏
詩
歌
合
、
轄
中
眺
望
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
り
け
る六

条
入
道
前
太
政
大
臣

こ
え
わ
ぶ
る
山
も
い
く
へ
に
な
り
ぬ
ら
む
わ
け
ゆ
く
あ
と
を
う
づ
む
し
ら
く
も



順
徳
天
皇
の
即
位
後
、
建
暦
年
間
よ
り
内
裏
を
中
心
と
し
た
歌
壇
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
て
行
く
。
活
動
の
多
く
は
院
近
習
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
当
座
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
公
的
な
晴
れ
の
催
し
も
行
な
わ
れ
た
。
詩
歌
合
が
多
い
の
は
、
順
徳
天
皇
が
和
漢
兼
作
で
あ
っ
た
こ
と
の

反
映
で
あ
る
。
こ
の
「
内
裏
詩
歌
合
」
は
、
順
徳
院
歌
壇
で
の
以
後
の
詩
歌
合
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
催
し
で
あ
っ
た
が
、
証
本
が
残
さ
れ
て

い
な
い
為
、
逸
文
に
よ
っ
て
全
容
を
窺
う
し
か
な
い
。

No.2 

『
順
徳
院
御
集
」
に
よ
る
と
、
「
山
居
春
曙
」
「
水
郷
秋
タ
」
「
寝
中
眺
望
」
の
三
題
で
、
各
題
二
首
(
句
)
ず
つ
合
計
六
首
(
句
)
詠
ん

だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
和
歌
出
詠
者
は
、
「
拾
遺
愚
草
」
「
壬
二
集
」
「
飛
鳥
井
和
歌
集
」
と
勅
撰
集
逸
文
等
に
よ
っ
て
、
順
徳
天
皇
以
下
頼

Vol.18 

実
・
定
家
・
家
隆
・
雅
経
・
通
光
他
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

一
方
、
詩
の
方
は
「
玉
蕊
」
五
月
十
日
条
に
よ
っ
て
、
藤
原
良
輔
の
出

詠
の
み
確
認
さ
れ
る
が
、
作
品
は
不
明
で
あ
る
。
兼
日
題
で
あ
っ
た
が
「
内
々
の
事
」
(
「
玉
蕊
」
)
な
の
で
女
房
に
付
け
て
進
覧
し
た
と
い

1997 

ぅ
。
『
明
月
記
』
に
よ
る
と
判
も
つ
け
ら
れ
た
ら
し
い
。
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こ
の
雅
事
に
頼
実
は
前
太
政
大
臣
と
し
て
歌
人
の
方
に
参
加
し
、
六
首
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
と
の
四
首
は
不
明
で
あ
る
。
春
下
九

三
の
詞
書
「
建
暦
二
年
の
は
る
」
は
不
審
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
歌
題
の
「
春
」
に
引
か
れ
た
も
の
か
。
歌
は
、
有
明
の
月
の
光
が
ま
だ
梢

に
残
っ
て
い
る
山
の
端
か
ら
ほ
の
ぼ
の
と
夜
が
明
け
て
く
る
と
い
う
、
春
の
曙
を
遠
望
す
る
趣
向
に
な
っ
て
い
る
が
、
歌
題
「
山
居
春
曙
」

の
「
山
居
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
や
は
り
片
手
落
ち
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
順
徳
天
皇
の
問
題
歌
は
、

松
の
戸
に
な
れ
ぬ
嵐
を
さ
き
だ
て
て
花
よ
り
明
く
る
春
の
山
の
は

で
、
「
松
の
戸
」
に
山
居
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
頼
実
歌
の
末
句
「
春
の
あ
け
ぼ
の
」
は
「
花
の
雪
ち
る
春
の
あ
け
ぼ
の
」
(
俊

成
)
、
「
あ
ら
し
も
し
ろ
き
春
の
あ
け
ぼ
の
」
(
後
鳥
羽
院
)
な
ど
、
新
古
今
時
代
に
多
く
用
い
ら
れ
た
表
現
で
あ
る
。
轄
旅
五
三
三
は
、
結

題
を
そ
つ
な
く
詠
ん
で
ま
ず
ま
ず
の
出
来
で
あ
ろ
う
か
。
通
例
「
う
づ
む
白
雪
」
と
詠
ま
れ
る
と
こ
ろ
を
、
「
雲
」
と
し
て

「
眺
望
」

題

も
叶
っ
て
い
る
と
=
=



尚
、
こ
の
詩
歌
合
で
の
順
徳
天
皇
の
作
品
に
つ
い
て
、
定
家
が
『
明
月
記
』
に
「
御
製
殊
勝
驚
目
者
也
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
る
通
り
で
あ
る
。

O
建
保
二
年
(
一
一
一
一
四
)
二
月
十
二
日
定
家
任
参
議
を
祝
う
歌

六
十
歳

山崎:藤原頼実の和歌とその考証(下)

1ρ 読揮後集

し し らす皇

へ つ ぎ ゑ 后主俊太夫成 神祇
のかるだ

おろど すはと 参議に 神のに 五五O 

のてにし
み 任る
ち ぜし

、

の らあむ、，
れらか、ー

と 侍は し
の り せ述
l土 し '懐
を あ と歌
け し よ
ふ たみ

、
、，

て春、ー・
そ か侍り 日
神 の野
の 歌を けの
し るお
る 思を ど
し ひ ろ
と い前の

は六で納中み
見条入 て ち

れ よ言定家 の

太道目日 ろ むーも
ぴはれ

大政申か水

臣

-264-

こ
の
歌
に
つ
い
て
は
、
「
御
子
左
家
の
悲
願
と
成
就
|
|
|
頼
実
歌
一
首
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
ム
)
と
題
し
て
、
頼
実
と
俊
成
の
関
わ
り
に

触
れ
つ
つ
別
稿
で
論
じ
た
の
で
、
参
照
戴
き
た
い
。

O
建
保
二
年
(
一
一
一
一
四
)
九
月
十
四
日
和
歌
所
権
長
者
に
補
せ
ら
る

六
十
歳

後
，鳥
羽
院
御
記

書
陵
部
蔵
|日
桂
宮
本

天
明

年
写

建
保
二
年
十
月
十
四
日
乙
亥
、
天
晴
、
(
中
略
)
、
成
魁
、
前
太
相
国
補
和
歌
所
権
長
者
、
始
着
座
、
長
者
余

也
、
権
長
者
未
補
、
侃
所
補
也
、
参
議
定
家
、
宮
内
卿
家
隆
、
左
近
中
将
雅
経
、
(
中
略
)
、
相
国
申
講
師
何

人
哉
之
由
、
仰
云
、
以
雅
経
可
為
講
師
、
雅
経
参
進
居
固
座
、
相
国
次
第
見
位
階
置
之
、
序
最
前
置
之
、
(
中



略
)
相

E
i
-
-相
国

披

之

置

文

章

猶

向

余

方

如

何

先

例

歎

至

御

三

向
講
師
方
、

一
説
也
、
今
夜
不
然
如
何
、
(
後
略
)

No.2 

右
は
後
鳥
羽
院
御
記
(
展
記
)
逸
文
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
存
在
は
和
田
英
松
氏
に
よ
っ
て
早
く
紹
介
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
、

平
林
盛
得
氏
の
翻
船
)
に
よ
っ
て
掲
げ
た
。
頼
実
の
和
歌
に
か
か
わ
る
、
注
目
す
べ
き
事
蹟
で
あ
る
。

記
文
中
の
十
月
十
四
日
は
、
正
し
く
は
九
月
十
四
日
で
あ
る
こ
と
、
既
に
平
林
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
建
保
二
年
九
月
十
四
日
、
和

1997 Vol.18 

歌
所
で
催
さ
れ
た
和
歌
会
の
記
録
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
戊
の
剤
、
前
大
相
国
頼
実
を
和
歌
所
の
権
長
者
に
補
し
、
(
頼
実
は
)

初
め
て
そ
の
座
に
着
い
た
。
和
歌
所
の
長
者
は
自
分
で
あ
る
。
権
長
者
は
今
ま
で
任
命
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
任
命
し
た
の
で
あ
る
」

と
い
う
。
和
歌
所
の
長
者
・
権
長
者
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
院
が
自
ら
を
長
者
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
強
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い
自
信
と
自
負
が
窺
え
、

一
方
、
前
大
相
固
と
い
う
身
分
で
あ
る
と
は
一
言
え
、
頼
実
が
権
長
者
に
補
さ
れ
て
い
る
の
は
、
歌
人
と
し
て
大
い

な
る
名
誉
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

記
文
は
、
続
い
て
こ
の
時
の
出
席
者
定
家
・
家
隆
・
雅
経
の
他
、
序
者
な
ど
を
記
し
、
「
頼
実
が
講
師
は
誰
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
と
言
い
、

院
は
雅
経
を
講
師
と
す
る
よ
う
に
言
っ
た
」
こ
と
を
記
す
。
更
に
和
歌
会
の
作
法
を
記
し
、
「
頼
実
が
院
に
御
製
を
出
す
よ
う
目
顔
で
知
ら

せ
る
。
そ
こ
で
、
院
が
懐
中
か
ら
和
歌
を
出
し
て
、
頼
実
に
渡
す
。
頼
実
は
、
文
蓋
の
上
に
御
製
を
披
い
て
置
い
た
後
も
、
ず
っ
と
院
の
方

を
向
い
て
い
た
」
と
い
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
院
は
「
先
例
だ
ろ
う
か
。
御
製
の
時
は
、
講
師
の
方
を
向
く
の
が
一
説
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
夜
は
そ
う
で
な
い
の
は
、
知
何
で
あ
ろ
う
か
」
と
記
し
て
い
る
。
頼
実
が
若
く
よ
り
故
実
に
通
じ
た
公
卿
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
「
古

(
由
)

今
著
聞
集
」
話
を
引
き
な
が
ら
触
れ
た
が
、
院
の
和
歌
会
の
作
法
に
つ
い
て
の
関
心
も
細
か
い
。

尚
、
「
明
月
記
』
は
こ
の
月
の
記
事
を
欠
く
が
、
こ
の
会
で
の
作
品
は
、
「
拾
遺
愚
草
」
に
「
建
保
二
年
九
月
十
四
日
和
歌
所
」
の
端
作
で



「
月
契
千
秋
」
題
の
一
首
が
、
ま
た
『
飛
鳥
井
和
歌
集
」
に
も
「
院
御
会
同
九
月
十
四
日
」
の
端
作
で
問
題
の
一
首
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、

頼
実
も
出
一
諒
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
散
逸
し
て
い
る
。

O
建
保
四
年
(
一
二
一
六
)
春

後
鳥
羽
院
百
首

六
十
二
歳

内
裏
歌
壇
の
刺
激
を
受
け
て
か
、
こ
の
年
、
後
鳥
羽
院
の
百
し
に
よ
る
百
首
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
証
本
は
散
逸
し
て
お
り
、
頼

実
の
百
首
も
不
明
で
あ
る
。
勅
撰
集
等
の
逸
文
も
な
い
が
、
山
山
一
誌
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、
事
蹟
と
し
て
掲
げ
る
。

藤原頼実の和歌とその考証(下)

家
集
に
収
め
る
形
で
百
首
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
後
鳥
羽
院
・
定
家
・
家
隆
・
慈
円
・
雅
経
・
秀
能
・
範
宗
で
、
他
に
も
一
部
・
或
い
は

逸
丈
と
し
て
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
久
保
田
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
広
本
「
拾
玉
集
」
に
作
者
一
覧
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
御
製
の

次
に
「
前
太
政
大
臣
頼
実
八
ム
」
と
あ
り
、
出
詠
が
確
認
さ
れ
る
。
全
部
で
十
六
人
の
出
詠
で
あ
っ
た
。
定
家
は
、
建
保
三
年
九
月
給
題
、
同

四
年
正
月
詠
進
(
「
拾
遺
愚
草
」
)
、
「
後
鳥
羽
院
御
集
」
で
は
「
建
保
四
年
二
月
御
百
首
」
と
な
っ
て
い
る
。
頼
実
は
こ
の
年
一
月
二
十
八
日

ハ
b

に
出
家
し
て
お
り
、
定
家
と
同
様
で
あ
れ
ば
、
給
題
の
時
は
未
だ
在
俗
で
あ
っ
た
も
の
か
。
部
立
は
、
四
季
・
恋
・
雑
。
も
し
も
、
こ
の
百

首
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
頼
実
の
ま
と
ま
っ
た
作
品
と
し
て
の
価
値
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

O
建
保
五
年
(
一
二
一
七
)
同
月
十
四
日
鳥
羽
殿
庚
申
五
首
和
歌
会

六
十
三
歳

友
則

品
川
幽
F山

新

お 撰勅集
ほ
か建
た 保秋
の 五 下
秋年
を 四 。
あ 月 J¥.. 

れは 庚申

と 五
な 首
く 歌
し

、

か秋
の 朝
な
み
だ
な
る
ら
し
の
r、え

の
あ
さ
イコ --L. 

ノ、
ゆ 条

入
道
目り

太
政
大
臣

年
次
の
確
定
で
き
る
と
こ
ろ
で
最
晩
年
の
詠
で
あ
る
。
四
月
十
四
日
、
こ
の
日
は
庚
申
に
あ
た
っ
て
い
た
為
、
後
鳥
羽
院
の
仙
洞
御
所
で

(
田
)

あ
る
鳥
羽
殿
で
庚
申
五
首
和
歌
会
が
聞
か
れ
た
。
「
井
蛙
抄
」
が
、
こ
の
時
、
院
か
ら
秀
逸
歌
で
な
け
れ
ば
献
ず
る
べ
か
ら
ず
と
い
う
御
教



書
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
定
家
一
人
が
請
け
文
を
進
ら
せ
た
と
い
う
逸
話
を
伝
え
て
い
る
。

「
後
鳥
羽
院
御
集
」
『
拾
遺
愚
草
」
『
拾
玉
集
」
『
飛
鳥
井
和
歌
集
」
「
郁
芳
三
品
集
』
「
如
願
法
師
集
』
は
、
こ
の
時
の
詠
五
首
を
そ
れ
ぞ

れ
収
め
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
春
夜
」
「
夏
暁
」
「
秋
朝
」
「
冬
タ
」
「
久
恋
」
の
五
題
で
あ
っ
た
。
他
に
勅
撰
集
の
逸
文
か
ら
、
通
光
・

公
経
の
詠
も
拾
う
こ
と
が
出
来
る
。
『
明
月
記
』
に
よ
る
と
、
詩
も
詠
進
さ
れ
、
会
の
後
、
連
句
・
連
歌
が
行
わ
れ
て
い
る
。
「
菟
玖
波
集
」

No.2 

に
は
、
こ
の
時
の
連
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

頼
実
は
会
に
は
出
席
せ
ず
、
歌
だ
け
を
進
上
し
た
(
「
明
月
記
」
)
。
和
歌
所
で
聞
か
れ
た
会
で
は
あ
り
、
頼
実
は
そ
の
権
長
者
と
い
う
こ

Vo1.18 

と
か
ら
か
、
出
詠
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
残
り
の
四
首
は
不
明
。
「
新
勅
撰
集
』
の
一
首
は
平
明
で
新
鮮
さ
は
無
い
が
、
落
着
い
た

佳
詠
と
思
わ
れ
る
。
野
辺
に
置
く
朝
露
は
、
秋
を
あ
わ
れ
と
鳴
く
鹿
の
涙
で
あ
ろ
う
と
歌
う
。
但
し
、
「
鹿
の
声
」
と
「
露
」
を
取
り
合
せ

1997 

た
例
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
鹿
の
涙
」
と
詠
ん
だ
も
の
は
珍
し
い
よ
う
に
思
う
。
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七
、
和
歌
・
年
次
不
明
歌

O
「
新
勅
撰
集
」

夏

五 一
月

....L.. 
ノ、

雨(六
さ

しミ み
せ だ
を れ
の を
あ よ
ま み

のも 侍り

し It 
ほ る
ぐ)

さ
ほ
さ
で
も
や
カf

て
く
ち
ぬ
Fく

き ....L.. 
ノ、

か条
な 入

前道太

政

大臣



O
『
続
古
今
集
」

山崎藤原頼実の和歌とその考証(下)

恋 神
四 祇

」、， つ
ひ か 七

ひこ 豊遁富 二四 べふ 石清水 O 四

て恋逢二き
い (わの
く と 万

れをも 歌番後よ し3

代集
と ふ
しミ 」 す ムD、

ふ と 恋 ぐコ
を な

、

し す述
き 二べ懐
た ら を

'̂ J¥ ぎ
の 九 の
ま も
く も も
ら

) 

よ
の を
ち ま
り も
を る
ま 神
た と
は 、、ー，ー

ら →ムー・ そ
ム

ノ、 ノ、

ふ 条 き 条
ら 入 tt 入
ん 道 道

前太 太目Ij

政 政
大 大
臣 臣

「
続
古
今
集
」
七

O
四
は
調
書
に
「
石
清
水
の
後
番
歌
合
に
」
と
あ
る
が
、
こ
の
歌
合
の
成
立
等
不
明
で
あ
る
。
元
久
元
年
の
石
清
水
若
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宮
歌
合
に
参
加
し
て
い
る
か
ら
、
「
後
番
」
と
は
、
そ
の
後
の
石
清
水
の
歌
合
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
く
一
二
四
二
の
「
避
遁
逢
恋
」
に
つ
い

の
「
百
首
句
題
」
に
問
題
が
あ
る
。

て
も
、
問
題
の
催
し
を
捜
す
も
不
明
。
『
拾
玉
集
」

一
見
し
て
句
題
風
で
あ
る
。

O
「
新
千
載
集
」

釈
教

?
t
〉
t
、
ト
ぃ

J
ノ

1
ノ

r(
題
し
ら
ず
)

六
条
入
道
前
太
政
大
臣

は
か
な
く
ぞ
か
た
ぶ
く
月
を
を
し
み
け
る
さ
こ
そ
は
西
へ
ゆ
か
ま
ほ
し
け
れ

右
の
歌
は
「
題
し
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
或
い
は
頼
実
の
建
保
四
年
一
月
二
十
八
日
の
出
家
に
か
か
わ
る
詠
か
も
し
れ
な
い
。
頼
実

は
こ
の
年
六
十
二
歳
で
出
家
し
、
法
名
を
顕
性
と
い
っ
た
の
は
前
述
の
と
お
り
だ
が
、
歌
の
「
西
へ
ゆ
か
ま
ほ
し
け
れ
」
は
出
家
に
か
か
わ



る
感
慨
で
は
な
か
ろ
う
か
。

O
「
万
代
集
」

No.2 

恋
神祇

秋
下一

もも
お あ
き さ 一

ち新熊 九つ わ 五 ぼ 熊新 O 
た 七な か六 ら四

びなら 社歌野
九 み の 。けき 社野 O 

け つ
ふ ら り

歌三口込の合 た 見 た
た ち ち
む き ま わ

、
け た か た 霧

る り る を
ぬ か て し
さ ひ LI 
お あ さ
き ら ゐ
て '1 の
あ め 、、
は く" ら
む み

、，
、ー、、 を の

の か し
ち け ま
lま よ
神 た ふ
ぞ ま ね
し てコ よ
る

ム

し ←上.

ぱ 六ノ、 ノ、

むら 条入道
ま 条 ふ 条

めひ 入喜太
な 入
り

道太I'IU 前太

政 政 政

大臣 大臣
大
臣

-269-

Vo1.18 1997 鹿児島女子大学研究紀要

一
O
四
O
と
一
九
七
九
の
詞
書
に
い
う
「
新
熊
野
社
歌
合
」
に
つ
い
て
は
、
松
野
陽
一
向
に
藤
原
親
盛
の
和
歌
事
蹟
か
ら
の
言
及
が
あ
る
。

親
盛
集
に
見
え
る
「
新
熊
野
会
」
の
考
証
に
あ
た
っ
て
、
右
の
『
万
代
集
』
の
頼
実
歌
の
詞
書
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
「
万
代
集
」
秋
下

一
O
五

O
に
は
、
「
新
熊
野
歌
合
に
」
の
詞
書
で
、
頼
実
の
一

O
四

O
歌
と
同
じ
霧
を
詠
ん
だ
親
盛
歌
が
入
集
し
て
い
る
か
ら
、
松
野
氏
の

推
定
通
り
頼
実
一

O
四
0
・
一
九
七
九
と
親
盛
一

O
五
O
は
、
同
一
の
歌
合
の
詠
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
頼
実
歌
の
詠
作
年

次
が
、
親
盛
の
最
終
事
跡
で
あ
る
正
治
二
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
歌
題
か
ら
見
て
、
親
盛
集
の
「
新
熊
野
会
」
と
は
別
の
催

し
と
見
る
方
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
同
一
の
催
し
と
し
て
も
、
松
野
氏
推
定
の
親
盛
集
「
新
熊
野
会
」
の
催
行
年
次
寿
、
氷
元
年



は
、
頼
実
二
十
八
歳
で
抵
触
は
し
な
い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
の
と
こ
ろ
決
定
的
な
徴
証
は
得
ら
れ
な
い
。

お
わ
り
に

あ
る
催
し
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
と
同
程
度
に
、
参
加
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
参
加
し
て
い
て
も
よ
い
は
ず
の
催
し

山崎:藤原頼実の和歌とその考証(下)

に
な
ぜ
参
加
し
て
い
な
い
の
か
。
「
千
五
百
番
歌
合
」
の
作
者
に
頼
実
が
入
っ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
気
が
す
る
し
、
新
古
今
時
代
と
い
う

和
歌
隆
盛
期
の
只
中
に
権
門
の
一
人
と
し
て
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
雅
事
を
催
す
と
い
う
こ
と
が
な
ぜ
無
か
っ
た
の
向
。
結
局
、
そ
れ
が
政
治

家
と
し
て
の
頼
実
の
と
っ
た
和
歌
や
歌
壇
へ
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
り
、
和
歌
的
資
質
の
限
界
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

十
八
歳
の
若
さ
で
『
広
田
社
歌
合
」
に
出
詠
し
、
「
は
る
ば
る
と
お
ま
へ
の
お
き
を
み
わ
た
せ
ば
く
も
ゐ
に
ま
が
ふ
あ
ま
の
つ
り
ふ
ね
」

な
ど
の
佳
詠
を
残
し
て
以
来
、
残
存
す
る
作
品
は
僅
少
な
が
ら
、
新
古
今
時
代
が
終
罵
を
迎
え
る
ま
で
、
頼
実
が
詠
歌
し
続
け
て
い
た
こ
と
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は
確
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
頼
実
を
歌
人
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
跨
跨
し
な
い
の
だ
が
、
良
経
な
ど
と
の
本
質
的
な
違
い
も
認
め
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
頼
実
の
『
新
古
今
集
』
入
集
歌
に
つ
い
て
は
、
前
時
代
的
な
和
歌
と
す
る
評
価
が
大
多
数
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
も
な
か
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
頼
実
の
和
歌
自
体
に
つ
い
て
は
、
考
証
に
傾
く
余
り
、
十
分
に
触
れ
得
な
か
っ
た
が
、
本
稿
「
五
、
和
歌
・
太
政
大

臣
上
表
ま
で
」
で
集
成
し
た
年
次
の
判
明
す
る
和
歌
が
、
す
べ
て
後
鳥
羽
院
の
主
催
に
か
か
る
催
し
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
こ

の
時
期
の
院
と
の
親
密
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
、
就
中
、
和
歌
所
の
権
長
者
に
補
さ
れ
た
と
い
う
話
は
、
太
政
大
臣
と
い
う
地
位
に
対
す
る

名
誉
職
的
配
慮
を
差
し
引
い
て
も
、
歌
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
後
「
後
鳥
羽
院
百
首
」

を
下
命
さ
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

残
さ
れ
て
い
る
作
品
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
も
し
も
任
太
政
大
臣
以
後
の
頼
実
の
和
歌
が
、
権
門
の
和
歌
愛

好
者
と
し
て
、
し
か
る
べ
き
和
歌
会
で
穏
当
な
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
印
象
を
拭
え
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
の
人
生
の
曲
折
点
は
や
は
り
通
親
に



よ
っ
て
太
政
大
臣
に
押
し
や
ら
れ
た
所
で
あ
り
、
彼
の
和
歌
も
こ
の
あ
た
り
で
意
味
を
変
え
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
る
事
は
出
来
そ
う
で
あ

る
。
新
古
今
時
代
の
先
頭
に
立
つ
よ
う
な
歌
人
で
は
も
と
よ
り
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
期
の
歌
壇
に
頼
実
の
よ
う
な
歌
人
を
認
め
て
お

き
た
い
。

Vo1.18 No.2 

[
注
]

※
本
稿
は
、
本
紀
要
の
前
号
(
第
一
八
巻
第
一
号

一
九
九
六
年
七
月
)
掲
載
の
「
藤
原
頼
実
の
和
歌
と
考
証
(
上
)
」
に
続
く
も
の
で
あ

る
。
体
裁
等
、
前
号
に
従
っ
て
い
る
。

※
和
歌
の
引
用
は
、
「
新
編
国
歌
大
観
」
に
よ
り
、
表
記
は
私
意
に
よ
る
。

1997 

(
1
)
「
新
勅
撰
集
」
賀
四
六
一
に
「
建
仁
三
年
正
月
、
松
有
春
色
と
い
へ
る
心
を
、
を
の
こ
ど
も
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
に

前
左
大
臣
」

鹿児島女子大学研究紀要

と
し
て
、

と
き
は
な
る
た
ま
ま
つ
が
え
も
春
く
れ
ば
千
世
の
ひ
か
り
や
み
が
き
そ
ふ
ら
む

の
歌
が
入
集
し
て
お
り
、
本
和
歌
会
の
逸
文
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
新
勅
撰
集
』
の
前
左
大
臣
は
兼
実
男
良
平
で
あ
る
が
、
「
明

月
記
」
に
は
良
平
の
名
は
見
え
な
い
。

(
2
)
『
明
日
香
井
和
歌
集
」
で
は
、
「
正
月
二
十
五
日
」

の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

(
3
)
『
仙
洞
御
移
徒
部
類
記
』
の
「
海
戸
記
」
建
仁
二
年
十
月
十
九
日
条
に
「
是
三
品
裁
力
也
」
と
見
え
る
。

(
4
)
宗
頼
は
初
め
九
条
兼
実
に
近
か
っ
た
が
、
兼
実
失
脚
後
は
通
親
・
後
鳥
羽
院
に
近
づ
き
、
巧
み
に
政
界
を
渡
っ
て
い
る
。
兼
子
と
の

結
婚
も
そ
の
一
端
で
、
こ
れ
は
兼
子
の
方
も
同
様
で
あ
っ
た
。

(
5
)
宗
頼
の
火
傷
に
つ
い
て
は
、
「
明
月
記
」
に
か
な
り
リ
ア
ル
に
記
さ
れ
て
い
る
。
足
の
指
を
損
傷
し
た
よ
う
で
、
翌
年
の
元
日
に
は



努
め
て
出
仕
し
た
が
、
宗
頼
の
歩
い
た
跡
に
は
膿
が
流
れ
て
い
た
(
建
仁
三
年
正
月
十
九
日
条
)
と
い
う
。
常
に
湯
槽
に
入
っ
て
い

た
為
、
悪
化
し
た
の
だ
と
も
い
う
。

(
6
)
五
味
文
彦
「
卿
二
位
と
尼
二
位
|
|
|
女
人
入
眼
1
1
1
1
」
(
『
お
茶
の
水
女
子
大
学

女
性
文
化
資
料
館
報
」
第
六
号

一
九
八
五
)

(
7
)
扉
風
歌
は
、
近
藤
美
奈
子
「
藤
原
俊
成
九
十
賀
扉
風
歌
の
詠
進
歌
纂
輯
稿
」
(
『
甲
南
国
文
』
第
四
一
号

平
成
六
年
三
月
)
に
集
成

さ
れ
て
い
る
。

山崎:j篠原頼実の和歌とその考証(下)

(
8
)
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
賜
釈
阿
九
十
賀
記
』
に
よ
る
新
出
歌
で
あ
る
。
松
野
陽
一

昭
和
四
八
年
)

『
藤
原
俊
成
の
研
究
」
(
笠
間
書
院

に
詳
し
い
。

(
9
)
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
賜
釈
阿
九
十
賀
記
」
で
は
「
兼
定
」
と
あ
る
が
、
「
兼
宗
」
の
誤
写
と
思
わ
れ
、
通
具
か
兼
宗
か
不
明
で
あ
る
。

(
叩
)
「
昔
の
袖
」
と
言
え
ば
、
通
例
、
懐
旧
・
懐
古
の
意
を
含
む
が
、
こ
こ
で
は
単
に
昔
の
袖
の
意
で
あ
ろ
う
。
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(
日
)
宇
治
の
経
蔵
・
宝
蔵
に
つ
い
て
は
、
田
中
貴
子
「
外
法
と
愛
法
の
中
世
」
(
砂
子
屋
書
房

平
成
五
年
)
に
、
「
宇
治
の
宝
蔵
|
|
|

中
世
に
お
け
る
宝
蔵
の
意
味
」
と
い
う
論
が
あ
る
。
定
家
が
良
経
の
供
を
し
て
眼
福
を
得
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

(
ロ
)
こ
の
な
が
ら
の
橋
柱
の
文
台
に
つ
い
て
は
、
「
源
家
長
日
記
』
「
古
今
著
聞
集
」
に
も
記
述
が
見
え
る
。

(
日
)
『
如
願
法
師
集
」
は
三
首
の
み
収
め
る
。

14 

日
本
古
典
文
且 ι
ナ
全
集

新
古
A 
7 

和
歌
集

学
館

昭
和
四
九
年
)

(
日
)
「
新
編
国
歌
大
観
」
第
五
巻

解
題
(
梁
瀬
一
雄
氏
執
筆
)

16 

窪
田
フb

穂

7じ

本
新
古
A 
7 

和
歌
集
評
釈

璽
尽
= 主主

昭
和
三
九
i
四
O
年
)

(
口
)
久
保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
第
二
巻
(
講
談
社

昭
和
五
一
年
)
七
三
頁

(
日
)
(
口
)

一
八
八
頁



(
凹
)
(
日
)
に
同
じ
。

(
却
)
「
国
文
学
孜
」
第
一
四
五
号
(
平
成
七
年
三
月

(
幻
)
和
田
英
松
「
皇
室
御
撰
之
研
究
」
(
明
治
書
院

昭
和
八
年
)

(
泣
)
平
林
盛
得
「
後
鳥
羽
天
皇
震
記
切
と
寝
記
逸
文
」
(
古
典
研
究
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
「
国
書
漢
籍
論
集
」

汲
古
書
院

No.2 

年

(
お
)
前
稿
一
一
一
一

O
頁
i

1997 Vo1.l8 

(
出
)
久
保
田
淳
「
藤
原
家
隆
集
と
そ
の
研
究
」
(
二
一
弥
井
書
庖

昭
和
四
三
年
)
四
九
四
頁

(
お
)
『
井
蛙
抄
」
巻
第
六
雑
談
に
「
建
保
五
年
四
月
十
四
日
院
庚
申
五
首
時
、
御
教
書
に
非
秀
逸
者
不
可
令
献
給
云
々
。
京
極
黄
門
濁
非

秀
逸
者
不
可
献
之
由
事
謹
所
請
如
件
と
請
文
を
被
進
、
希
代
事
也
」
と
あ
る
。

鹿児島女子大学研究紀要

千
載
集
時
代
和
歌
の
研
究
』
(
風
間
書
房

(
部
)
松
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